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後まで 「斑 点」 とい う世界を切 り放 さなか

っ た 彼の 悲劇 を物語 っ て い る 。

　そ れで は 「斑 点」に 象徴 され て い る境界

は 何を意味 して い る の か 。 それ は 人智学で

言わ れて い る ， ア ー リ マ ン が支配する幻影 ，

妄想の 世界で あ る と考え られ る。
こ の こ と

は ドゥ ドキ ン の 幻覚 に 登場す るシ シ ナ ル フ

ネ の 言葉か らも説 明で きる 。

　 「頭脳 の 戯れ 」に 陥 り， 自分た ち の 現実

の 本質，
ベ ー

ル イ の 言 う 厂超越的実在」を

悟 る こ とが で ぎず， しか もそ の 「頭脳 の 戯

れ」 とい う 「仮面」の 下に 侵入 して くる悪

魔的力の 虜に な っ て い る主人公 た ちの 運命

が幻想的空間 で 語 られ て い る 。 そ の よ うな

空間 の 描写に は 人智掌 の世 界観 とソ ロ ヴ ィ

ヨ ブ の 汎 モ ン tfル 主義的終末論が潜ん で い

る。

清水 三 三
，

ロ シ ァ 留学 時代 の 論文

檜　 　山　 　真　 　一

　 ハ ル ビ ン 学院 ， 北満学院等で学 ん だ 日本

人 ， 朝鮮人 ，
モ ソ ゴ ル 人， ロ シ ア 人 に と っ

て ， 清水三 三 （1880− 1956） とい うの 1よ懐

し い 響を持 っ た 名前で あ り ， 伝説的な人物

で ある 。 伝説的 とい うの は そ の 人柄 と ロ シ

ア 語 の 達人で あ っ た とい う2 点に お い て で

ある 。

一
方 ， 我 々 には ， 彼の 名 前は二 葉亭

四迷晩年の ペ テ ル ブ ル グ滞在と結び つ い て

想い お こ される 。 しか し，清水 三 三 が 教育

者 として 活動 した 場所が外地 で あ っ た こ と ，

学 問的著作が残 され なか っ た こ と等か ら，

彼の 名望は 限 られた 範囲 に と ど ま っ て き

た
。

　清水三 三 の こ とは ， 後藤春吉編 『師弟愛

は民族を越え て 一 清水三三
一

その 人 と

随筆』（1984）， 清水厳編著 『清水 の 流れ一

亡 父33回忌 ， 亡 母23回忌を記念 して 』（1987）

に詳 しい
。

こ の 2 書に は ， 数少い 清水三三

の 遺稿一 11編の 随筆 と回想
一一 が収録 さ

れて い る
。 従来ま っ た く知 られて い なか っ

た の で あ るが ， こ の 11編以外に 活字に な っ

た ， それ も ロ シ アの 教育雑誌に 掲載 された

小論文が あ る 。 本稿 で は そ の ロ シ ア 語論文

の 意義に つ い て 報告す る 。

　清水三 三 が ロ シ ア語 を学ぽ うとした 動機

は 不 明で ある 。 は じめ彼は陸軍参謀本部の

委託生 として 札幌露清語学校で
，

つ い で や

は りお な じ資格で東京外国 語 学 校 で 学 ん

だ 。 同校卒業後 ， 1年間， 参 謀 本 部 に 勤

務 。 日露戦争中 ， 第 1 軍 司令部付陸軍通訳

官 として 従軍 。
1906年 2 月，清水 は 陸軍参

謀本部か ら 2 通の電報辞令を受け取 っ て い

る 。 1通に は 「御用有之露国に 差遣 さ る」

とあ り， もう 1通に は 陸軍参謀総長大山巌

の 次の 3 つ の 訓示が書か れ て い た 。

1

1

1

露国 留学 中は
一意専心露西 亜語の

研究に 従事す 可 し

留学期間は往復 日数を除 き満 3 ヶ

年とす る

一
身の 進退に 関 して は在露国公使

館付武官の 指 揮に従 う可 し

　帰国後 は ， 陸軍大学 の ロ シ ア 語教官 とし

迎え られ る との こ とで あ っ た 。 結局 ， 3 年
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の 留学期 間は 倍の 6年に な っ た 。 3年で は

勉学期間は短い とい う在露国公使館付武官

萩野末吉大佐のすすめ で ある 。 ふ えた 3 年

の 学費は満鉄が 支給 した 。
1906年 9 月 ， 清

水三 三 は ペ テ ル ブ ル グ大学法科に 入学 。 以

後 6年間 の 留学期 間に ， ト ゥ ガ ン ＝ バ ラ ノ

フ ス キイ の 経済学の 講義に 出席 した こ と以

外 ， 彼が大学で どん な講義 を聴 き， どの よ

うに 学ん だ の か は ま っ た く分 っ て い な い 。

　 6 年間の 留学経験の 持つ 意味は ，  ロ シ

ア語の体得 ，   ロ シ ア の風俗 ・習慣を 実地

見聞 し ，
m シ ア人の 行儀作法を 身に つ け ，

ロ シ ア 人の 思考方法を識 っ た こ とで ある。

こ れ らがそ の 後の 清水 の ロ シ ア 人 を柑 手に

した 社会的活動に 威力を発揮し ， 彼に 名声

を もた らし た と 言え る。

　清水三 三 が留学中 VC　n シ ア 語で 書い た 小

論文 の テ
ー

マ は 「日本の 家庭教育」 とい い ，

1911年の 「ル
ー

ス カ ヤ ・シ コ
ー

ラ」誌に 掲

載 され た。 同誌は ， 当初 ， 月刊の 学校 と家

庭向けの
一

般教育雑誌とし て ，そ の 後 ， 国

民教育に た ず さわ る教師 と活動家向け の
一

般教育雑誌 と して ペ テ ル ブ ル グで 1890年 1

月か ら1917年12月まで
， 教育者で 歴史家の

ヤ ー コ フ ・グ レ ーヴ ィ チ と教育者で作家の

ヤ
ー

コ フ ・ヤ
ー

コ ヴ レ ヴ ィ チ ・グ レ
ー

ヴ ィ

チ 父子 に よ っ て 刊行 された 。 「ル
ー

ス ヵ ヤ ・

シ コ
ー

ラ」誌 は進 歩的 傾向を持 っ た 雑誌で ，

教育者の 間 で 人気を博 し た
。 常設 欄とし て

，

教 育機関に 関す る政令 ， 教育お よび 養育の

歴史 ， 養育お よび 教育の 理 論 と実践 ， 批評

欄 と文献欄な どが あ っ た 。 執筆者は
， イ リ

ヤ
ー ・メ

ーチ ニ コ フ ， ボ ド シ ア ソ ・ド ・ク

ル ト ネ，ニ ヌ ・チ ェ
ーホ フ ， ク ル

ープ ス カ ヤ ，

ア
ー ・メ ジ エ ル と い っ た 著名な教育者 ， 作

家 　ジ ャ
ー

ナ リス ト
， 進歩的社会活動家で

あ っ た 。

　さて ，清水三 三 の ロ シ ア 語論文 「日本の

家庭教育」で あ る が
， 「ル

ース カ ヤ ・シ コ

一
ラ」誌の 編集者 ヤ

ー
コ フ ・ヤ ー コ ヴ レ ヴ

1 チ ・グ レ
ー

ヴ ィ チ の 「本論1稿は ， 「ル
ー

ス カ ヤ ・シ コ
ー

ラ」誌に掲載の ため 日本人

筆者 （サ ン ゾー ・ シ ミ ズ）が ロ シ ア 語で叙

述し た もの で ある」 とい う註を 付 して発表

された 。 内容は 1．　 （日本に お ける結婚），

皿．子供 の家庭で の養育 と教育 ， 皿．むす

び ， とい う構成に な っ て い る 。 「むすび」

で 清水 は ，「日本 の 家庭教 育が完璧 に な っ

た とい うこ とは で ぎない 。 学校教育が非常

に 発達 した今 日 ， 家庭教育は もは や と りの

こ され て しま っ た 。 （中略）家庭教 育 の 主

た る 口的は ， 日本人に 勇気 ， 信服 ， 義侠心 ，

そ し て い ずこ に お い て も第 1位を占め る意

欲を 吹 き込み 育成 する こ とで あ る 。 それ ら

の 中で
，

い ずこ に お い て も第 王位を 占め る

意欲 とい う特質が力強 く育成され る こ とが

家庭教育 の 第 1 の 目的 で ある」 と述べ て論

文を締め くくっ て い る 。 こ こ に は 明治人の

息吹 きが 強 く感 じられ る。 勇気 ， i義｛夾心 ，

い ず こ に お い て も第 1 位を 占め る意欲 な ど

とい う言葉を 読む と， 清水三 三 が歩ん だ生

涯に は こ れ らの 言葉その ま ま を示す エ ピ ソ

ー ドに た びた び出会 う。

　次に こ の 論文の ロ シ ア 語に つ い て で ある

が ， 私は 清水 の ロ シ ア 語論文を読ん で い て ，

い つ しか ロ シ ア 人が書い た 文章だ とい う錨

覚に 幾度か 陥 っ た 。 実際 ，
ロ シ ア 人 に 清水

の 論文を読ん で も ら う と， 「こ の 論文が書

か れ て い る ロ シ ア 語は ま っ た く文法 上 の 誤
　 　 　 　 　 り 9 エラ 　ト ウ リゴルPt イ

リは な く， 標 準 的 で あ る」（プ ー シ キ

ソ 名称 ロ シ ア 語研究所研究員ゲ オ ル ギィ ・

フ ル
ー

ス ロ フ 氏），「こ の論文が 日本人の 筆

名に よ っ て 書か れ て い る こ とを あ らか じめ

知 らなか っ た な ら ， 東洋の 風俗習慣を研 究

し て い る若 い ロ シ ア 人の 学 者が書い た もの

と私は 思 っ た こ とで し ょ う。 論文の筆者は

ロ シ ア 語を 自由に 使い こ なせ る とい う印象

を私は受け ま した 」（京都産業大学講師ア
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ン ナ ・ミ ハ イ ロ ヴ ナ ・ジ ャ メ
ー

氏） とい っ

た 返事が返 っ て 来た 。

　最後に こ の ロ シ ア 語論文の 意義に つ い て

述べ て お こ う。 （1旧 露戦争を境に し て
， 日

本に た い す る ロ シ ア 人 の 関心 がか つ て ない

程 高ま っ て い た 時期 の もの で ， 教育分野も

その 例外 で は な く， 日本人 自身が書 き，
ロ

シ ア 人に 「日本 の 家庭教育」を知 らしめた

こ と，   い ままで に 明らか に な っ て い た 清

水 の
一

番古い 著作 （「学院生み の親」（1936

年）か ら一挙に 25年もさか の ぼ る こ と ，  

清水の 著作の 中で現存す る唯
一の ロ シ ア 語

論文で ある こ と ， （4）ロ シ ア 留学の 成果の 一一

端が うか がえ る こ と ，   「北 満露語界 の 王

者」 と言われ ロ シ ア 語 の 達人 と目された時

期は こ の 論文執筆 の 少 し後 に なる が ， それ

を間接的に も示す客観的な証拠 で あるこ と，

な どで あ る 。
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